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港区立港南小学校  

令和５年度  授業改善推進プラン 

 

国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）日常生活に必要な国語に

ついて，その特質を理解

し，適切に使うことができ

るようにする。 

（２）日常生活における人との 

関わりの中で伝え合う力 

を高め，思考力や想像力 

を養う。 

（３）言葉がもつよさを認識す 

るとともに，言語感覚を養

い，国語の大切さを自覚

し，国語を尊重してその能

力の向上を図る態度を養

う。 

・「話すこと・聞くこと」は，内容

を理解しながら聞くことに

課題がある。 

・「読むこと」については，思考

力・判断力を問われる「活

用」の項目に課題がある。 

・「書くこと」は，問いに対して

指定された題意や字数と異

なる形で書いてしまう児童

が多い。また，文章の構成

を考えて書くことにも課題

がある。 

・当該学年の前の学年までに 

配当されている漢字は，読む 

方はできているが書くことに 

課題がある。 

・思考ツールを用いたり，対話型のスピーチ等を

行ったりすることで，自分の考えを的確に表現

できるようにしていく。 

・書く活動や伝え合う活動を日常の中でも繰り

返し，定着を図る。 

・授業の中で語彙を増やす，辞典を活用する，漢

字の小テストを定期的に行い漢字の定着を図

る等，基礎・基本を大切にしていく。 

・書くことを短冊にまとめ，文章の構成を考えた

上で書かせるようにする。 

・全学年でも詩の朗読をしたり，学年の実態に合

わせて俳句や短歌づくりに取り組んだりする

ことで，言語感覚を養うとともに，言葉を尊重

する態度を養う。 

 

 

社
会 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）社会生活について理解す

るとともに,情報を適切に

調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

（２）社会的事象の特色や相互 

の関連,意味を多角的に考 

えたり,社会に見られる課 

題を把握したりして,その 

解決に向けて社会への関 

わり方を選択・判断したり 

する力,考えたことや選択・ 

判断したことを適切に表現 

したりする力を養う。 

（３）社会的事象について,より 

よい社会を考え主体的に 

問題解決しようとする態度 

を養う。 

・自分たちの生活とかけ離れ 

た社会的事象に対する学習

に対する意欲が低いことが

課題である。 

・方角や地図記号など，地図 

を読み取るための基本事項 

が定着していない。 

・写真やグラフ等の資料から 

の分析や問題解決のための

話し合い活動が円滑に進ま

ないことに課題がある。 

・どの単元においても意欲向上を目指し,身近な 

社会的事象を基にした資料の提示や疑似体験 

などを有効に利用する。 

 

・地図に関する知識・技能が低いので,ワークテ 

ストに取り組ませたり,比較させたりしながら,継 

続して学習を展開していく。 

・資料を分析したり,他者と自分の考えの相違に 

気付かせたりするなど応用力を高める指導を

行うため，意図的に学習計画に取り入れてい

く。 

 

 



算
数 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査， 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（1）数量や図形などについて

の基礎的・基本的な概念や

性質などを理解するととも

に，日常の事象を数理的に

処理する技術を身に付け

るようにする。 

・２～６年全体を通して，加減計 

算（特にひき算）に課題がある。 

・５年は「小数の加減」に課題が 

ある。 

・６年は「分数の加減」より，小

数の加減に課題がある。 

・くりあがり，くりさがりをしっかり書かせ，「引けな

い時は左の位から１借りてきて，１０繰り下げる」と

言葉で定着させる。 

・具体物，半具体物を活用し，視覚的な理解を促 

す。 

 

（2）日常の事象を数理的に捉

え，見通しをもち筋道を

立てて考察する力，基礎

的・基本的な数量や図形

の性質などを見出し総合

的・発展的に考察する力，

数学的な表現を用いて事

象を簡潔・明瞭・的確に表

す目的に 応じて柔軟に

表し有する力を養う。 

・文章問題では，文章の流れか

ら線分図を描くことに課題が

あり，立式できない事がある。 

・文章問題の順番を理解せず， 

たされる数，たす数の順番に 

立式できない。 

 

・テープ図や数直線，線分図など学年に応じて適切

な図の使い方を指導し，自分の考えを説明する際

に活用できるようにする。 

・図，式，言葉などの数学的表現を関連づけて説明 

できるようにする。できない場合は教師から示す 

などしながら，理解を深めていく。 

（3）数学的活動の楽しさや数

学のよさに気付き，学習を

振り返ってよりよく問題解

決しようとする態度，算数

で学んだことを生活や学習

に活用しようとする態度を

養う。 

・かけられる数，かける数を一

つ分かけるいくつ分で考える

ことができず，1 当たりの単位

で計算することに課題があ

る。 

・単元の終末に学習したことを活用して解く問題を

入れるなど，単元で学習した見方・考え方を活用

させる。 

 

理
科 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

(1)自然の事物・現象について

の理解を図り，観察，実験

などに関する基本的な技

能を身に付けるようにす

る。 

(2)観察，実験などを行い，問

題解決の力を養う。 

(3)自然を愛する心情や主体

的に問題解決しようとする

態度を養う。 

・「物質・エネルギー」領域と「生

命・地球」領域の理解の定着

が低い傾向が見られる。 

・器具を用いて正しい手順で観

察や実験を行うことはできる

が，観察したものや器具の用

語を覚えることが難しい。 

・実験結果をまとめることはで

きるが，それを問題と照らし合

わせ結論付けることに課題が

ある。 

・細かくに生き物の様子を観察

しているが，それが終わった

際に継続して世話を続けるこ

とやどうなっているのかと観

察することに課題がある。 

・観察，実験などの技能を高めるために，生物や植

物の学習では，探したり育てたりする活動をしっ

かりと取り入れていく。 

・観察，実験などの技能を高めるために，実験に

使う器具の使い方を丁寧に指導したうえで，実

験器具に触れる機会を増やす。 

・実験方法の立案を児童自身が行う機会を多く

授業に取り入れる。 

・実験結果から分かったことや気づいたことを表

現する時間を十分に取り，発達段階に合わせて

話型を示す。結果から得た，疑問などを解決す

る時間をとる。 

・実験が難しい単元では，ＩＣＴを効果的に活用し

て児童の理解を深めたり，継続して生き物を育

てるなど，日ごろから自然に触れ合う機会を増

やしたりする。 



 

生
活 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１） 具体的な活動や体験を通

して，感じたり気付いたり，

わかったり，できるようす

る。  

（２） 生活の中で気付いたこと

やできるようになったこと

を使って，繰り返し考えた

り，試したり，工夫したり，

表 現 し た り す る 力 を 養

う。    

（３） さまざまな活動を通して， 

感じたことや気付いたこと

を生かして，より良い生活

を営もうとする態度を養

う。 

・国語との連携を図り，観察

カードの書き方を学ぶこと

で，伝えたいことを伝え合う

ことができた。一方で，良い

気付きがあるのにもかかわ

らず，うまく表現できていな

い子もいた。 

・活動の時間を確保し，友達

と一緒に活動することで，

自分で思考したり調べたり

できた。表現の方法も観察

カードの他に，ICT を使う

など，友達と協力して行うこ

とができた。友達と一緒に

活動することで，人任せに

してしまう児童もいた。 

・本校の児童がどのような生活経験や体験をし

てきたのかを的確に把握し実態をつかむ。  

・地域の特色，児童が接することのできる物的・

人的資源を把握する。  

・単元の配置と時間配当，各教科との連携を図る

ための指導計画を立てる。  

・活動では，思考する→試す→工夫するを繰り返

し行えるような場と時間の確保をしていく。ま

た，表現する場の設定をする。  

・一人ではできないことは友達と協力して行うこ 

とで，新たな気付きが生まれるようにし，友達と

協働することのよさを実感できるようにする。  

・生活科での気付きを次の学習でも生かせるよ 

うに，児童の発言，記録カード，作品，写真等を

用いて振り返りをする。 

 

 

音
楽 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１） 曲想と音楽の構造などと

の関わりについて理解す

るとともに，表したい音楽

表現をするために必要な

技能を身に付けるように

する。 

（２） 音楽表現を工夫すること

や，音楽を味わって聴くこ

とができるようにする。 

（３） 音楽活動の楽しさを体験

することを通して，音楽を

愛好する心情と音楽に対

する感性をはぐくむととも

に，音楽に親しむ態度を

養い，豊かな情操を培う。 

・歌唱表現について，自然で無 

 理のない歌い方で歌うことが

できる児童が多い。音の重

なりや思いに合った歌い方

の工夫ができるようにする。 

・器楽表現について，学年が上 

がるにつれて技能差が大きく

なる傾向にある。基本的な楽

器の奏法を身に付けるととも

に，合奏活動を通して，技能

面が伸びていくようにする。 

・音楽づくりについて，打楽器

でリズム創作をしたり，既習の

楽器を使って旋律づくりをし

たりすることができる。音楽の

仕組みの興味関心を高めな

がら活動を継続していく。 

・鑑賞について，音楽の特徴に

気付いて鑑賞することができ

る。鑑賞曲のよさを他者へ伝

える言語活動を活発にしてい

く。 

・歌唱表現では，互いの歌声を聴き合い，歌詞の内

容や情景のイメージをふくらませて，強弱の工夫

をしていく。 

・器楽表現では，多様な楽器の音色や演奏の仕方

について興味・関心を高め，楽器の基本的な奏法

を反復練習していく。個人的な技能ではなく，重

奏や合奏を通して，音を合わせることで楽しみな

がら演奏する。 

 

 

 

・音楽づくりでは，友達と関わりながら発想を得た

り，響きの組み合わせを考えたりすることで，創造

する力を身に付けていく。 

 

 

 

・鑑賞では，音楽を特徴付けている要素を取り上げ

て，曲のよさを見つけながら鑑賞していくととも

に，音楽の特徴から感じ取ったことを紹介文など

にして，他者へ伝えることができるようにする。 

 



図
工 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）対象や事象を捉える造形

的な視点について自分の

感覚や行為を通して理解

するとともに，材料や用具

を使い，表し方などを工夫

して，創造的につくったり

表したりすることができる

ようにする。 

(2)造形的なよさや美しさ，表 

したいこと，表し方などに 

ついて考え，創造的に発想 

や構想をしたり，作品など 

に対する自分の見方や感 

じ方を深めたりすることが 

できるようにする。 

（３）つくりだす喜びを味わうと

ともに，感性を育み，楽しく

豊かな生活を創造しようと

する態度を養い，豊かな情

操を培う。 

・低学年では用具や机上整理

など，正しい使い方の理解が

低い児童が見受けられるが，

学年が上がるにつれ材料や

用具を正しく使い，表現する

ことができる児童が多くなっ

ている。しかし，自分の表した

いことなどを考えついたり，思

いをもって表現したり，工夫や

考えを深めて活動を充実させ

ることが苦手な児童がいる。 

・鑑賞において，友達の作品な

どからよさを読み取ることは

できるが，言葉で自分の考え

を表したり，発表したりするこ

とが不得意である。 

・低学年から用具の正しい使い方や置き方，留意

点などを共通して指導することで，理解の定着を

図る。 

・参考作品を提示したり活動中に児童の作品を見

合う場を設定したりすることで，自分の作品の表

し方に工夫を取り入れたり，考えを深めたりして，

創造的に表現ができるように促す。 

・児童一人ひとりの学習状況を見取り，個に応じた

指導支援を行う。 

・学習のめあてを視覚化し，見通しをもたせる。 

・鑑賞活動や校内掲示を計画的に行い，作品を観

合うことを日常に取り入れ，豊かな発想力を身に

付ける。 

・鑑賞カードやスクールタクトを活用し，作品のよさ

を伝え合う対話的な活動の場を取り入れる。 

 

 

家
庭 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

(1)家族や家庭，衣食住，消費

や環境などについて，日常

生活に必要な基礎的な理

解を図るとともに，それら

に係る技能を身に付けるよ

うにする。 

（２）日常生活の中から問題を 

見いだして課題を設定し， 

様々な解決方法を考え， 

実践を評価・改善し，考え 

たことを表現するなど，課 

題を解決する力を養う。 

(3)家庭生活を大切にする心 

情を育み，家族や地域の 

人々との関わりを考え，家 

族の一員として，生活をよ 

りよくしようと工夫する実 

践的な態度を養う。 

・知識・技能に関しては，個々

の経験の差が大きい。初めて

取り組むことが多く，見通しを

もって活動できない。 

・生活の中にある課題に目を向

け，さまざまな解決方法を考

えることが難しい。 

・「生活の営みに関わる見方・考え方」を働かせ

るために，成果や改善点，自分の家庭ではどの

ような実践ができるのか等の視点で，授業ごと

の振り返りを必ずさせる。 

・調理の学習では，個々の実践力を高めるため

に一人調理やペア調理の機会を増やし，経験

できることの多い実習にする。 

・安全面に注意が必要な学習（ミシン・裁縫等）で

は，必ずペアで教えあい学習をさせ，個人の作品

製作だけを目標とするのではなく，協力して安全

に実習が進むことを意識させる。 

 

 



体
育 

育成を目指す資質・能力 新体力テスト，学習評価等に 

基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）その特性に応じた各種の

運動の行い方及び身近な生

活における健康・安全につ

いて理解するとともに，基本

的な動きや技能を身に付け

るようにする。  

（２）運動や健康についての自

己の課題を見付け，その解

決に向けて思考し判断する

とともに，他者に伝える力を

養う。  

（３）運動に親しむとともに健康

の保持増進と体力の向上を

目指し，楽しく明るい生活を

営む態度を養う。 

・体力テストの結果によると，持 

久力，投力の平均値が低く課 

題がある。また，ボールを扱う 

ことに慣れていない子が多い 

ため，低学年から高学年にか 

けて，運動の基礎的な技能を 

系統的に身に付けさせていく 

必要がある。 

・友達と学び合うことに前向き 

な児童は多いが，どのような 

視点で見合い，伝え合えばよ 

いか，より明確にしていく必要 

がある。 

・どの運動にも意欲的に取り組 

む児童が多いが，単元によっ 

て，意欲に差がある児童が各 

クラスに数名いる。 

・各種の運動の特性を味わわせるために，運動の 

行い方や規則を工夫することで，指導法の改善を 

図る。 

 

 

 

・学習資料を活用し，めあてに対する振り返りを重 

点的に行うことで，毎時間の指導改善と児童の学 

習改善を図っていく。 

 

 

・運動に意欲的でない児童や運動が苦手な児童に 

は，個別に声をかけたり，配慮したりすることで， 

運動にすすんで取り組むことができるようにする。 

 

国
際 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１） 日本語と外国語との違い

を理解し，外国語の音声や

文字，文構造や基本的な表

現に慣れ親しみ，実際のコミ

ュニケーションにおいて活用

できる基礎的な技能を身に

付けている。 

（２） コミュニケーションを行う

目的や場面，状況などに応

じて，身近で簡単な事柄に

ついて，自分の考えや気持

ちなどを伝え合っている。 

（３） 異文化に対する理解を

深め，他者に配慮しながら，

主体的に外国語でコミュニ

ケーションをとろうとしてい

る。 

・低・中学年では，「聞く・話す」 

が基本であるが，活動が楽し 

くなりすぎて，静かに最後まで 

聞くことに課題がある。  

・中学年になると，意識的な個 

人差が出始めている。積極的 

に活動する児童と，失敗を恐 

れて発表に消極的な児童の 

差が激しい。  

・中学年では,自分の考えや思 

いを表現することに苦手意識 

をもつ児童が多い。また，声 

の大きさや速さ，表情などに 

気を付けながら，相手に分か 

りやすく伝えることを意識する 

ことができる児童が少ない。 

・高学年は，１年生から国際の 

授業を行っているため，英語 

を「聞く」力は高い。一方，学 

習した単語や表現を積み上 

げできておらず，学習した表 

現を使って，やり取りをするこ 

・３，４年生は講師とＮＴ（Native Teacher），５・６ 

年生は専科と NT で指導を行っている。 

・低学年では，歌やゲーム，友達と関わる活動など 

を多く取り入れることで，楽しみながら英語を学 

習できるようにする。 

・NT と担任のデモンストレーションを多く取り入れ 

英語を聞くことに慣れる。写真やイラストなどを用 

いることで，分からない内容でも予想しながら聞

けるようにしていく。話す活動では，ペア活動を取

り入れたり，プレゼンテーションを行ったり，自分

の考えや思いを伝える場を設定する。その際，「大

きな声」「アイコンタクト」「ジェスチャー」など相手

を意識した発表を行えるように指導する。  

・言語活動でのテーマを児童にとって身近で興味 

深いものにする。    

・異文化を理解するために，他国の様子がよく分か 

るような映像などを使い興味をもたせる。また， 

様々な言語活動に NT にも参加してもらいながら

NT とのかかわりを通して，児童が異文化につい

て考えられるように指導していく。  

・中学年では，自信をもって自分の考えや思いを伝 

えたり，発表したりすることができるように，単語



とに困難を示す児童もいる。 

・高学年では，「話す（発表）」の 

ように，人前で話すとなるとう 

まく話せない児童が多い。 

 

やキーセンテンスの反復練習の時間を多く設け

る。また，clear voice（明瞭な発音） , listen 

carefully（よく聞くこと）, eye contact（目線）,  

smile(笑顔) の 4 つのコミュニケーションポイ 

ントを常に提示し，児童に意識付けを行う。 

・高学年では，Teacher’s Talk を多く取り入れる 

ことで，児童が英語を聞くことに慣れる時間を増

やす。 

・児童にとって身近で興味深い単元目標や単元計 

画を設定し，授業を実施する。 

・児童がすすんで「伝えたい，話したい，聞きたい」 

と思えるような目的・場面・状況を明確にした言 

語活動を行う。また，Small Talk のように，ペア

で活動する場面を多く設定する。 

・相手意識をもったやり取りや発表を意識させる。 

（はっきりした声，アイコンタクト，間の取り方等） 

 

道
徳 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため，

道徳的価値についての理

解を基に自己を見つめ，物

事を多面的・多角的に考

え，自己の生き方について

の考えを深める学習を通し

て，道徳的な判断力，心

情，実践意欲と態度を育て

る。 

・他者の心情を理解しようとし 

たり，自己の言動を客観的に 

振り返ったりすることが難し 

い。 

・複雑な気持ちを表現する語彙 

が少ない児童が多い。 

・臨機応変に対応するような活

動場面や生活経験が少ない。 

・価値観について頭では大切

だ，守らなければいけないと

理解しているが，実生活とつ

なげたり自分ごととして捉えた

りすることが課題である。 

・自分事として考えさせたり，意欲や関心を向上 

させたりするため，導入部分で事前アンケート 

を活用したり，ICT 機器を効果的に活用したり 

するなどの工夫をする。 

・児童が自己の生き方について考えを深められ 

るように発問の精選を行い，価値理解と同時に 

人間理解や他者理解，最後には自己理解を深 

めていけるようにする。 

・物事を多面的・多角的に考えさせるために，話 

し合い活動を工夫して取り入れていく。 

 

特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 学級活動，学校行事等の課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（ １）多様な他者と協働する

様々な集団活動の意義や

活動を行う上で必要となる

ことについて理解し，行動

の仕方を身に付けるように

する。 

（２）集団や自己の生活，人間

関係の課題を見いだし，解

決するために話し合い，合

意形成を図ったり，意思決

・他者と関わる機会が少なく，

自分の意見を伝えることや

友達の意見に興味をもつこ

とが難しいことがある。 

・集団への所属感が乏しく，自

己中心的な思考や行動をし

てしまうことがある。 

・自分の思いや願いを中心に，

合意形成を図ることはできる

が，一部の児童のみで話し

・クラス遊びや学級活動の機会を増やし，帰属

意識を高める。 

・当番や係活動で集団としての意識を高める。

一人一人に役割があるようにし，みんなの役

に立っている喜びを味わわせる。 

・学級会，係活動などで，自分の役割を理解さ 

せ，責任をもって仕事をすることを意識させ

る。それぞれが自分の役割を全うすることで，

学級全体がよりよくなっていくことを実感で

きるようにする。 



定したりすることができる

ようにする。 

（３）自主的，実践的な集団活

動を通して身に付けたこと

を生かして，集団や社会に

おける生活及び人間関係

をよりよく形成するととも

に，自己の生き方について

の考えを深め，自己実現を

図ろうとする態度を養う。 

 

合っている様子がある。 

・学級会や行事に向けて，事前

に目標を立てることはできる

が，目標の達成に向けて継

続的に取り組むことが難しい

児童も多くいる。 

 

 

・学校行事にけじめを持った態度で参加する雰 

囲気を作る。学年や学校全体で行事が行われ

ることを実感させ，大きな集団の一員である

ことの自覚を高めさせる。 

・フレンドリータイムで，事前に学年に応じた 

めあてをもって取り組ませることで，異学年

交流の活動を充実させる。 

・行事の前には，めあてをたてる時間を十分に 

確保する。また，自己や学級全体の取組を振

り返る機会を定期的に設けることで，改善で

きるようにする。また，できたことを価値づ

けることで，意欲をもたせる。 

・学級会のすすめ方を伝え，実践することで，

他者の考えを知ったり，自分の考えを伝えた

りする場を充実させる。 

・キャリア教育を充実させる。キャリア・パス

ポートを学期に１部程度作成し，ファイリン

グすることで，６年間を通して自己の生き方

についての考えを深められるようにする。 

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

（１）課題の解決に必要な知識・

技能を発揮するとともに，地

域のよさや特徴を見つめ直

し，探究的な学習のよさに気

付く。 

（２）地域の実社会・実生活の 

問題から課題を見いだし， 

その解決に向けて情報を集 

め，情報を整理したり分析 

したりすることで自分の考え 

をもち，理由を明確にしてま 

とめ，相手や目的に応じて， 

表現する力を身に付ける。 

（３）主体的・協働的に学習に

取り組むとともに，友達と互

いのよさを生かしながら，持

続可能な社会を実現するた

めに探究的に学習を進める

ことを通して，自己の生き方

を考えたり，すすんで社会に

参画しようとしたりする態度

を養う。 

・単元に基づく概念的知識及び

探究的学習の技能を系統的

に身に付ける必要がある。 

・地域の人材・教材開発に努

め，児童の思いや願いに合わ

せた単元づくりを行っている

が，児童が自ら課題を設定す

る力を意図的に身に付けてい

く必要がある。 

・友達と合意形成をしたり，建

設的な話し合いをしたりする

ことが苦手である。 

・児童の課題意識が連続発展できるような支援を

重視する。 

・地域も含めた協働的な学習活動を重視する。 

・探究の学習過程（課題設定，情報収集，整理分

析，まとめ表現）が繰り返されるような単元づくり

を行う。 

・資質・能力面での教科との関連的な指導を行う。 

・学年間で学級の学習状況などを定期的に共有で

きるようにする。 

・ＯＪＴを行い，総合的な学習の時間の進め方につ

いて共通理解を図る。 

・単元で活用した資料や情報，指導案等は単元ご

とにまとめて引き継ぐ。 

・専科教員やスクールサポートスタッフを活用する

など，校内の支援体制を確立する。 



 


